


























めていたものを、1942 年 1 月から東條内閣によって毎








































創建；1939 年 8 月 15 日。
　麗水神社に関して、『大陸神社大観』（岩下傳四郎・大
陸神社聯盟・1941 年 7 月 18 日）は概略、以下のよう
に記している。
1．1918 年 6 月金刀比羅神社として創立許可。
2．その後、財政的に維持困難を生じ請願の上、神祠に
変更。
3．1936 年 5 月 23 日社殿移転造営の条件の下に祭神天
照大神奉斎の許可。
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　この証言は、「8 月 15 日、平壌神社が放火されたのを
始めとして、16 日には、定州神社・安岳神社、温井里
神祠などが朝鮮の民衆、あるいはソ連軍によって放火・





























4．＜校庭＞ [ 広い広場 ]




















所表示「全羅南道 麗水市 忠武洞 3」と考えられる。
③旧住所表示［全 南道 水郡 水邑西町三］は、現住











図 2　神祠の断面模式図（神奈川大学 21世紀COEプログラム研究推進会議　年報『人類文化研究のための非文字資料の体系化』3号 p317）
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写真 3　麗水神社狛犬（左） 写真 4　麗水工業高創立時の写真
図 3　麗水神社概念図
